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シリーズ・世界の図書館(11) 
 
 
パダリー・チュッチュのお姉さん 
― ロシア国立（旧レーニン）図書館の思い出 ― 
 
武田 清∗ 
 
 
 
ビュッフェにて 
それは 2004 年の 10 月も下旬になって、皮のコートを着ないでは寒くて
外出できない季節になったある日のこと。毎日の日課のようになっていた
戯曲の写経に、旧レーニン図書館へ出かけた。この図書館はソ連解体後、
ロシア国立図書館と改称されたが、人々は昔通りにレーニン図書館と呼ん
でいるし、地下鉄の駅名もレーニン図書館駅のままである。この図書館で
ロシア革命前に出版されたニコライ・エヴレイノフの戯曲集を借り出して
は、ひたすら読みながらノートに書き写していたのである。 
写経するのに疲れてくる午後 1 時ごろ、私は地下にあるビュッフェに昼
食を取りに下りて行った。いつものようにカウンターに入っているナジェ
ージダさん（日本語なら、のぞみさん）に、ピロシキ 2 個と砂糖入り紅茶
を注文したところ、彼女は私に向かって「パダリー・チュッチュ？」と聞
いてきたのだ。一瞬、頭の中が真白になった。なぜなら、パダリーとは贈
る、プレゼントするという意味の動詞パダリーチの単数命令形（つまり、
プレゼントしてね）、チュッチュとは言わずと知れたキスのことではないか。
どうして彼女が見ず知らずの私にキスしてくれなんて出しぬけに言うんだ
ろう。一秒間でここまで考えて絶句していると、彼女は右手の人差指で右
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後方の箱型の物体を指さしたのだ。そこにあったのは電子レンジ。つまり、
彼女はピロシキを温めるかと聞いたのだった。「お願いします」と答えて、
私は狐につままれたような気持ちになった。落ち着いて考えなければ。（な
お、ピロシキとは日本のパン屋さんで売っているものとはかなり異なる食
物で、余裕があったら後で説明します。） 
今日の分の写経を終えてアパートに帰ってから、同じくロシアに在外研
究に来ていた同僚のＴ氏に今日の出来事を話してみた。すると彼は早速ロ
シア語辞書を開いて調べ始めた。 
その結果、判明したことは、ロシアにいるのだからチュッチュがキスの
わけがないだろう。ロシア語でチュッチと言えば「少し」の意味だ。「パダ
リー」と聞こえたのは、パダグレーチ＝暖め直す、加熱するという意味の
動詞である。つまり、「ちょっと暖める？」と聞かれたのだった。 
モスクワ滞在も半年を過ぎて、ちょっと疲れてきたのかなあと思いなが
ら、つくづく言葉とはしょせん音声なのだと思った。ロシア語が聞き取れ
なくて失敗の連続だったが、あの時あのまま真に受けていたら、とんでも
ないことになるところだった。 
翌日もまた戯曲の写経に出かけた。そして同じように午後 1 時すぎ、ビ
ュッフェに下りていってピロシキ 2 個と砂糖入り紅茶を頼んだ。ナジェー
ジダさんは昨日と同じように私に聞いた。今日はさすがに、パダグレーチ・
チュッチと聞こえた。当たり前だろう。ピロシキ 2 個と砂糖入り紅茶で 40
ルーブリ、邦貨でわずか 160 円である。何と貧しい昼食と言うなかれ。時々
はビールも売っている。350ml のコップ一杯で 15 ルーブリ（60 円）。もち
ろん、ビールがある時はこれも頼むのだ。 
 
レーニン図書館について 
毎日のように利用していたレーニン図書館だったのに、その沿革も概要
も知らないでいた。『ロシア・ソ連を知る事典』を使って紹介したい。 
モスクワにあるロシア（旧ソ連）を代表する国立図書館で、時のツァー
リ（皇帝）アレクサンドル 2 世が農奴解放令を布告した翌年の 1862 年に、
ルミャンツェフ博物館付属図書館として創立された。1924 年レーニンの死
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後、レーニンの名を冠し、翌年より V.I.レーニン記念ソ連邦国立レーニン
勲章図書館という名称になった。第二次大戦中も一日も休館することなく
活動を続けた。1942 年には子供図書館が開設され、研究者の特別読書室も
次々と作られた。ヨーロッパを中心とした世界各国の革命運動に関する小
冊子、新聞などのほか、マルクス、エンゲルスの最初のロシア語訳本、さ
らに 18～19 世紀の作家や学者の原稿の大コレクションなどがある。 
1977 年には、図書 1190 万冊（1985 年には 3400 万冊）、雑誌・新聞 1169
万など総計 2874 万冊（計算が合わないが、そのままにしておく）を所蔵す
る世界最大の図書館である。市民にはビブリアチェカ・イーメニ・レーニ
ナ（レーニン図書館）と呼ばれるか、愛称のレーニンカで親しまれている。 
レーニン図書館は石造 4～5 階建て（地下も含む）の巨大な建物 3 棟か
ら構成されていて、地下鉄駅から地上に出ると巨大なドストエフスキー像
のある広場に面している。どれが本館でどれが別館なのか、私には分から
ない。3 棟のうち 1 棟が広い検索スペースと 3 つの大閲覧室およびマイク
ロ資料室、パソコン検索室、外国で出版されたロシア語図書閲覧室などを
擁する建物、次の 1 棟が事務管理棟で、ここで入館証を作ってもらえる。
残りの 1 棟が本の博物館の入っている建物である。 
図書館にはその図書館なりのルールというかマナーがある。レーニン図
書館を利用したい者は、まず事務管理棟の一階で入館証申込書に必要事項
を書きこんで、幾つかあるブースに向かう。申込書をチェックしてもらい、
デジタル・カメラで顔写真を撮影してもらう。料金は 50 ルーブリ（200 円）
かかるが、15 分ほど待っていると呼ばれて、入館証（5 年間有効）が手渡
される。これで準備は完了だ。 
閲覧室（ザールと読んでいる）のある建物の巨大な木製の扉（二重にな
っている）を押して入る。金属探知機のゲートがあって、そばに警備員が
いる。慣れないとちょっと恐い雰囲気だ。その先の左右に広いガルデロー
プ（クローク）がある。ここでコートを脱いで、帽子や手袋やマフラーと
ともに預けるだけではない。不必要なものは一切持って入れないのである。
ビニール・パウチに必要なものを入れる。入館証、パスポート、財布、筆
記用具、ノート、今時では携帯電話も入れて、バッグは預ける。パソコン
は申告すれば持ちこめる。この時、注意するのは、紙に字が印刷されてあ
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るものは、書籍はおろか新聞、雑誌、辞書、パンフレットまで一切持込禁
止であることだ。日本から持ってきた小型のメモ帳を入れたら、それは何
だ、出して見せなさいと言われたことがある。 
いよいよ中に入る。入館ゲートで入館証を見せて、入館票をもらう。こ
れは退出する時に返却するので、失くさないようにしなければならない。
同時にビニール・パウチの中身をチェックされる。 
外国人はロシアの研究者と同じ第 1 閲覧室を指定されている。ただ、2004
年はここが修理中で、他のロシア人利用者と一緒の第 3 閲覧室を指定され
た。それが色々な悲喜劇の原因になったのだが、後で触れることにしよう。
閲覧室に入る前に、手前にあるカウンターで図書請求用紙を必要数（より
多く）もらう。それから検索コーナーへ戻るのである。 
1980 年以後刊行の図書の検索は電子化されていて、パソコンの画面で検
索するのだが、私の場合は 1920 年代か 1917 年の革命以前に刊行された書
籍ばかりだから、検索は全て昔ながらのカード検索である。図書請求用紙
一枚につき図書一冊、必要な図書は全て書きこんでから、閲覧室に入って
請求カウンターの係の人に渡す。この時、請求した図書が何時何分に書庫
から届くか言われるので、覚えておかなければならない。図書は請求用紙
をもらったカウンターのところに届けられる。連日閲覧する場合は申告す
ると、そこに一ヶ月間まで置いてくれるサービスがある。 
初日はあと図書が出てくるのを待つだけだ。忙しい研究者は請求しただ
けで帰ってしまう人もいる。明日朝来たら、すぐに閲覧できるからである。
一種の裏技か。私は一度も試したことがない。 
こんなに厳しいルールが徹底されているから、図書の無断館外持出（窃
盗？）やページ切り取りなど皆無かと言うと、そうでもないから図書館は
難しい。私物の盗難もある。その年の 12 月の年の瀬も押し詰まったと日本
では言うころ、いつものようにビュッフェに昼食を取りに行き、戻ってき
たらケースに入れて机上に置いておいた老眼鏡が消えていたことがある。
唖然、呆然。本も読めないし、ノートに書いた文字も読めなくなった。ど
うしたものか。天を仰いでいた目を、目の前の電気スタンドの横に張られ
た注意書きに移すと、そこに次のような三か条が印刷されていた。１.静粛
保持、２.離席時消灯、３.離席の際は全私物携行、と書かれていた。今まで
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何度も置いていって、何事もなかったので油断していたのだ。いっそ、盗
難注意とでも書いておいてくれればいいのに。幸い用心深い性格で、老眼
鏡のスペアは日本から持ってきてあるので、明日からも困らない。ただ、
国立図書館で、しかも他人の老眼鏡を盗んでいくやつがいるということが
ショックだったのだ。 
 
戯曲の写経 
何しろ辞書が持ちこめないのである。外国人研究者はどうするのか。確
かに辞書は閲覧室に備え付けてあるのである。それも数え切れないほど各
国語の辞書が一冊ずつ。第 3 閲覧室には、昭和戦前に刊行された岩波ロシ
ヤ語辞典が一冊あった。既に紙質が古くなって劣化し、頁を繰ると細かな
紙埃が舞い上がって、くしゃみが出るような代物だった。この古い辞書一
冊が日本人研究者の間で取り合いになる。朝一番の開館 9 時に行かなけれ
ば、その日はまず使えない。私は三回に一回しか使えなかった。 
だが、古い辞書には古い辞書なりの良さもある。ロシア語は 1917 年の
ロシア十月革命後に正書法が変わったのだが、その変更点がこの古い辞書
にはコンパクトに載っていた。革命前に刊行された戯曲集を読む時には大
いに役立ったのだ。 
辞書が使えない日はどうしたらよいのか。そこで考えたのが、モスクワ
で買った方眼のノートにひたすら戯曲の登場人物名と台詞とを書き写すこ
とであった。意味が分からないとどうしても筋が分からなくなる単語には
赤線を引いておく。帰ってから辞書を引いて確かめればよい。後はひたす
ら一行一行読んで意味を取りながら、筋を推測しながら、ノートに書き写
すのである。最初は自嘲気味に「写経」と呼んでいたが、少し慣れるとこ
れが最適の方法であることが分かった。登場人物一人一人の人物像や性格
が分かってくると、語彙も限られてくるし、何より筋の展開が推測できる
ようになる。赤線の数は日に日に少なくなっていくのである。この方法で、
日本にいては読むことが叶わなかった戯曲を 20 数篇読んで、書き写すこと
ができた。なまじ辞書を手にできた日は、どうしても次々に引いてしまっ
て能率がガタ落ちになった。不思議なものだ。 
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コピー・サービスはもちろんある。コピー・コーナーへ行って、係の女
性に頁を指定して頼めば、コピーしてもらえる。だが、日本にいる時でも
大事な資料や戯曲をコピーできると、とたんに安心してしまって（いつで
も読めると）、結局すぐ読まないで保存しておくだけになることが多かった。
コピーするのに比べれば、写経は能率の点では比べものにならないが、確
実に読んで、しかも頭に入るのである。そして不思議なほど内容を忘れな
いのだ。日本に帰ってから、現在でも、ロシア語の戯曲を読む時はこの方
法で読んでいる。 
但し、この写経という方法は、評論や評伝の場合は時間がかかりすぎて
使えない。1929 年に刊行された演出家メイエルホリドの評伝を読んで、書
き写している間に期限の一ヶ月が来て、司書の人に注意されたし、途中で
も他の利用者が読みたいと言っている、必要な箇所をコピーするからと、
一時取り上げられたりした。仕方なく、コピーを頼んで日本へ帰ってから
読もうかと思ったその日、トヴェルスカヤ通りの書店の古書部に 2400 ルー
ブリ（9600 円）で見つけて、もちろん迷わず買って帰ったが、今に至るも
読みきっていない。 
エヴレイノフの戯曲で、ロシア語で読みたいと思っていた作品に『陽気
な死』（1908 年）があった。戯曲集Ⅱに収録されている。ところが、表紙
をめくると、そこに「ページ欠損」と不吉な書きこみが鉛筆でしてある。
ちょうどその作品の部分だけ丸々ページが切り取られたのか、欠けている
のである。早速、司書の人に相談に行った。すぐ調べてくれたが、この作
品が収められている図書はこれしかないのだそうである。諦めるに諦めら
れなかった。せっかくロシアに来て、読めると期待していたのに、である。
既に英語版で読んでいたから内容は知っていたが、原文ではどんな台詞が
使われていたのか、それはロシア語で読まない限り、外国人にはピンと来
ないのである。 
 
ピロシキのこと 
実はレーニン図書館にはビュッフェの奥にスタローヴァヤ（食堂）があ
って、椅子に腰を下ろしてゆっくり食事ができる。この食堂に初めて行っ
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た時、配膳人というのか、こちらの注文に応じて料理を取り分けてくれる
男の人の態度が実につっけんどんで、ぐずぐずするなとばかりに人を小馬
鹿にした言葉を吐くので、一度で嫌になった。それ以来、昼食と言えばビ
ュッフェでピロシキ 2 個と砂糖入り紅茶になったのだった。 
日本でピロシキと言えば、パン屋さんに売っているカレーパンのような
油で揚げたパンで、中に肉と野菜の具が入っているものとなっている。ピ
ロシキはロシアの人々にはごくごく普通の食物で、小説の中にもよく出て
くる。訳者たちは翻訳に困って「肉饅頭」と訳したり、それでは分からな
いだろうと括弧の中に「パンの生地で肉と野菜の具を包んで、油で揚げた
もの」などと、日本のパン屋さんにあるピロシキそのままの注を付けたり
してきた。肉饅頭では、コンビニで寒くなると売っている、ガラスの蒸し
器の中に入っている白いあれを連想してしまう。 
ピロシキ（は複数形で、単数形はピローグ）とは、日本で言う調理パン、
おかずパンなのである。油で揚げたものもあるにはあるが少数派である。
中に入れる具はソーセージやチーズやじゃがいもやキャベツのこともあれ
ば、リンゴなどの果物のこともある。つまり、中に具が入っているパンは
みなピロシキなのだ。日本のアンパンはそのままアンが入ったピロシキで
ある。ロシアにパンの種類はたくさんあるが、その素材と形状によってみ
な名前が違う。よく知られた黒パンはフリェープと呼ぶ。 
面倒なのは、ピロシキという単語から作られたピロージナエという食物
は、日本のショート・ケーキを指してしまうことだ。響きが似ているので
何度間違ってピロシキの代わりにケーキを食べることになったか分からな
い。まあ、美味しいからいいのだが。 
昨年（2007 年）の 11 月に、また資料収集でモスクワを訪れた。もちろ
ん、レーニン図書館へ連日足を運んだ。昼食ももちろんビュッフェで取っ
た。カウンターの中のナジェージダさんは元気で、生真面目な表情で、私
がピロシキ 2 個と砂糖入り紅茶を頼むと、例のパダリー・チュッチュを言
ってくれたのだった。思わず頬が緩んでしまう。お願いします（パジャー
ルスタ）と言ってから、寂しくなったのは、カウンターの端に設置されて
いた生ビールのサーバーが撤去されていたことだった。 
 
